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◇臨床検査 市場調査シリーズ◇ 

生化学検査薬の国内市場を調査 
 

― ２００８年見込のメタボ健診関連検査８項目 ― 

◆検査数は１２億６,８００万件（前年比４.２％増）、検査薬市場は２５９億円（前年比６.６％増） 

* その他生化学の検査数は１.３％の微増（前年比）、検査薬市場は０.８％の微減（前年比） * 

 

総合マーケティングビジネスの（株）富士経済（東京都中央区日本橋小伝馬町 社長 阿部 界 03-3664-5811）

は、メタボリックシンドロームに着目した本格的な生活習慣病予防のための健診事業の到来で沸きあがる国内の生

化学検査薬の市場調査を行った。その結果を報告書「２００８ 生化学検査市場」にまとめた。 

この報告書では、国内で実施されている生化学検査全てを網羅し、検査領域別、項目別、メーカー別に検査薬市

場を提示し、併せて装置市場とメーカーの動向を明らかにした。 

※生化学検査とは血液や尿などを生化学的測定法により分析し、身体の健康状態や病気の程度を調べる検査。 

 

＜メタボ健診開始による検査数の動向＞ 
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※2008年は見込、2009年以降は予測 

※生化学検査の検査数は、メタボ健診関連検査の検査数を除外。メタボ健診関連検査のＨｂＡ１ｃには免疫的手法による検査数を含む。 

※伸び率は2005年を基準（100）とする。 

 ０８年４月から、４０歳～７４歳の医療保険加入者を対象として、内臓脂肪型肥満に着目した生活習慣病予防の

ための「特定健康診査」及び「特定保健指導」の実施を医療保険者に義務付ける、いわゆるメタボ健診が開始され

た。肥満症、糖尿病、高血圧症、高脂血症などの生活習慣病の前段階をメタボリックシンドロームと位置づけ、健

診によってスクリーニングし、必要度に応じた効果的な保健指導の徹底を図り、有病者や予備軍を減少させ、健康

増進や生活の質の向上、結果として医療費の適正化を図ることを目的としている。 

 メタボ健診の実施で、生化学検査に関わる検査項目は中性脂肪、ＨＤＬコレステロール、ＬＤＬコレステロール、

血糖、ＧＯＴ、ＧＰＴ、γ－ＧＴＰ、ＨｂＡ１ｃの８項目である。そのうち血糖とＨｂＡ１ｃを除く６項目が必須

検査で、血糖とＨｂＡ１ｃは健診実施機関の判断で、どちらか一つ選択し必須とすることとなった。検査コストは

比較的高いが、ＨｂＡ１ｃを選択する健診実施機関は多いと見られる。 

http://www.group.fuji-keizai.co.jp/
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―メタボ健診関連検査の検査数― 

 ２００７年 ２００８年見込 ０７年比 

検査数 １２億１,６９０万件 １２億６,８００万件 １０４.２％ 
メタボ健診関連検査 

検査薬市場 ２４３億円 ２５９億円 １０６.６％ 

検査数 １８億４,１７２万件 １８億６,５４１万件 １０１.３％ 
その他の生化学検査 

検査薬市場 ２５６億円 ２５４億円 ９９.２％ 

※メタボ健診関連検査のＨｂＡ１ｃには免疫的手法による検査が含まれているため、メタボ健診関連検査とその他の生化学検査の検査数及び検

査薬市場を合算しても生化学検査の検査数及び検査薬市場に一致しません。 

 メタボ健診関連検査を除く生化学検査の検査数が年率１％程度の微増であるのに対し、ここ数年、生活習慣病が

注目され脂質関連検査、特にＬＤＬコレステロールの検査数が急激に伸びているが、メタボ健診関連検査の検査数

は、健診が開始されたことで更に拡大し、０８年には前年比４.２％増、０９年には前年比５％台の拡大が予測さ

れる。国民健康保険の医療保険者である自治体の中には、メタボ健診実施に十分な準備が整っていないところもあ

り、メタボ健診による検査数拡大は数年に亘り徐々に進むと見られる。 

 

＜調査結果の概要＞ 

１．生化学検査市場 

 ２００７年 ２００８年見込 ２０１３年予測 ０７年比 

検査数 ２９億７,６２２万件 ３０億３,３６１万件 ３２億  ２９６万件 １０７.６％ 

検査薬市場 ４５４億円 ４６０億円 ４４７億円 ９８.５％ 

０７年の生化学検査の検査薬市場は４５４億円、検査数は２９億７,６２２万件となった。検査数は対前年比１.

７％の増加、検査薬市場は微減である。２年に一度実施される保険改定により、生化学検査の保険点数は前回比マ

イナスの改定が繰り返され、その度に検査薬は価格の低下を余儀なくされ、検査数は微増しているものの検査薬市

場は減少している。近年、自動化学分析装置の１検査当たりの検査薬使用量の微量化がすすみ、病院をはじめとす

るユーザーの検査薬消費量が減少しており、検査数の伸長に比例した伸びが望めなくなっていることも大きく影響

している。 

今後の生化学検査は、検査数が微増で推移すると予想される。保険改定による更なるマルメ※を導入できるとこ

ろはし尽くし、保険点数の引き下げもほぼ限界であるため、一定の検査環境の中で検査数は自然増ベースで推移す

ると考えられる。検査薬市場は、検査単価の下落によりマイナス成長と判断される。０８年、０９年とメタボ健診

効果でプラス成長が見込まれるが、２０１０年以降は再び緩やかな減少で推移する。 

※検査実施料（診療報酬）の包括制度。検査を実施した分だけ請求できていたものが、請求できる分が限られてしまう。 

 

２．注目検査の動向 

１）ＬＤＬコレステロール 

ＨＤＬコレステロールは、末梢組織のコレステロールを肝臓に転送するのに対し、ＬＤＬコレステロールは、

肝臓のコレステロールを末梢組織に転送する。そのため、ＨＤＬは善玉、ＬＤＬは悪玉のコレステロールと表

現される。ＬＤＬコレステロールは、その値が高いと虚血性心疾患や脳血管障害などの発生率が高くなること

から、動脈硬化の指標とされている。 

ＨＤＬコレステロールを簡便に測定できる検査薬がＬＤＬコレステロールに先立ち開発され、普及した。Ｌ

ＤＬコレステロールは総コレステロールとＨＤＬコレステロール、中性脂肪の値から計算で算出された。しか

し、中性脂肪が高値のケースでは、計算上のＬＤＬコレステロールは低値に算出される問題があった。後にＬ

ＤＬコレステロールの簡便な測定方法が開発されたが、総コレステロール、ＨＤＬコレステロール、ＬＤＬコ

レステロールの三項目のうち、同時測定で保険請求できる項目は二項目に限られ、先行普及した総コレステロ

ールとＨＤＬコレステロールのコンビネーションが一般化していたため、ＬＤＬコレステロールの普及は進ま

なかった。しかし、ここ数年、これまで検査数を伸ばしてきたＨＤＬコレステロールは伸びが鈍化し、ＬＤＬ

コレステロールの検査数が急激に伸びている。０７年の検査数は６,６７０万件で前年比２１.５％も増加した。

高脂血症患者の評価にＬＤＬコレステロールの値が採用されたことや、ＬＤＬコレステロール値改善のため投

与されるスタチン系薬剤の効果判定に採用されるなど、三項目を同時に実施するケースが増加していることが、

ＬＤＬコレステロールの検査数増加の要因である。そして０８年もメタボ健診の必須検査となったため更に拡

大し検査数は８,３３０万件と前年比２４.９％増が見込まれる。 
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２）ＨｂＡ１ｃ 

糖尿病は、血糖の検査が第一選択の基本項目となる。ＨｂＡ１ｃは血糖に次ぐ第二の検査項目である。Ｈｂ

Ａ１ｃは過去１ヶ月間の血糖値を反映する糖化蛋白であり、日本糖尿病学会の診断基準では、明らかな糖尿病

の症状が認められる場合やある特定の条件下による血糖値の上昇のほか、ＨｂＡ１ｃが６.５％以上の場合に糖

尿病と診断する。 

ＨｂＡ１ｃの測定方法には生化学的手法のＨＰＬＣ法と酵素法のほか、免疫学的手法のラテックス定量法が

ある。ＨＰＬＣ法は病院を中心に普及し、大量検体処理に適したラテックス定量法は、検査センターにおける

主要な測定方法となっている。ラテックス定量法によるＨｂＡ１ｃ専用の小型測定装置も開発され、主に開業

医に普及している。また、酵素法のＨｂＡ１ｃ検査キットも開発されている。 

ＨｂＡ１ｃはメタボ健診の必須項目ではないが、多くの健診実施機関が選択するとみられ、検査数の増加が

見込まれている。０７年に免疫的手法によるものも含め検査数は前年比１４.０％増の１億３,７００万件、診

断薬市場は前年比９.１％増の９,７７２百万円となった。検査数の４０％、検査薬市場の５４％がＨＰＬＣ法

と酵素法の生化学的手法によるものである。今後は、メタボ健診で大量の検査をすることになるためラテック

ス定量法、酵素法の検査数が大きく伸びて、免疫的手法による検査のウエイトが高まると予想される。また、

健診で発見された患者・要指導者の定期的な検査では、検査精度に優れるＨＰＬＣ法が採用されるケースが多

くなるため、これまでに比べＨＰＬＣ法の検査数の伸びも高くなると見込まれる。ＨｂＡ１ｃ全体の検査数の

伸びのピークは０８年、０９年頃と考えられ、この二年でそれまで潜在していた健診人口が顕在化し、以降検

査数の伸びは徐々に鈍化すると見られる。 

 

以上 

＜調査対象＞ 

生化学検査薬及び生化学検査関連装置５品目 

 

＜調査方法＞ 

富士経済専門調査員による参入メーカー及び関連企業・団体等へのヒアリング調査及び関連文献、社内データベー

スを併用 

 

＜調査期間＞ 

２００８年１月～３月 

 

資料タイトル：「２００８ 生化学検査市場」 
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